








要約:外来に長期通院中の慢性血液疾患患者およびその両親を対象として、エゴグラム、サ

ンドプレイ、manifest anxiety scale(MAS)、visual analogue scale(VAS)を施行した。一

部の患者に感情の未熟性、劣等感、閉鎖的人生観などを示唆する結果を得た。一方慢性化

し病状が安定しているとはいえ両親のVAS が高値を示すことから、あらためて包括医療の

重要性が認識された。 


